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1. 本書の内容に関しては、将来予告無しに変更することがあります。 
2. 本取扱説明書の全部又は一部を無断で複製することはできません。 
3. 本書内に記載されている製品名等の固有名詞は各社の商標又は登録商標です。 
4. 本書内において、万一誤り、記載漏れなどお気付きのことがありましたらご連絡ください。 
5. 運用した結果の影響について、2.項にかかわらず責任を一切負いかねます。 
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1. はじめに 
 
値下げﾗﾍﾞﾙ発行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、MODEL 8061 Bluetooth搭載ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ(以下、8061)で動作する
ｻﾝﾌﾟﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。各ﾓﾊﾞｲﾙﾌﾟﾘﾝﾀに対応したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙを 8061 にﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞして、ご使用下
さい。 
 
下記に値下げﾗﾍﾞﾙ発行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの特徴を列挙します。 
 

z ｻﾄｰ社、ｾﾞﾌﾞﾗ社、東北ﾘｺｰ社の Bluetooth搭載ﾓﾊﾞｲﾙﾌﾟﾘﾝﾀに対応 
z xx%引き、xx円引き、値下げ後の 3種類の印刷ﾌｫｰﾏｯﾄに対応 
z 価格を 4桁又は 5桁に設定可能 
z ﾌﾟﾚ印刷ﾗﾍﾞﾙ紙 W49mm x H32mmを用意 
 
 L-DT049032X-NSG1 
 

   
 
 L-DT049032X-NSG2 

   
 
(*) ｿﾌﾄのｶｽﾀﾏｲｽﾞやｶｽﾀﾑﾗﾍﾞﾙ作成など、お気軽に弊社担当までご相談下さい。 
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2. プログラムファイルをダウンロードする 
 
値下げﾗﾍﾞﾙ発行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実行する場合、事前に BASIC ﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝと日本語ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ(16 ﾄﾞｯﾄ)
が 8061に正しくﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされている必要があります。既にﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされている場合は、次へ
進んでください。7と 9を押しながら 8061の電源を立ち上げ、ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰから｢1 Information｣
で BASIC ﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝ、及び｢2.Setting｣→｢7 Next Page｣→｢2 Font｣でﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙの確認を行うこ
とが可能です。 
 
BASIC ﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝ/ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 
1. 最新の BASIC ﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝとﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ1を任意のﾌｫﾙﾀﾞにｺﾋﾟｰします。この例では、C:¥temp
に bc8000-301.shx(V3.01 ﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝ)と 8xxx-jp.shx(ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ)をｺﾋﾟｰしています。 
 

   
 

2. 7と 9を押しながら 8061の電源を立ち上げ、ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰから｢6 Load Program｣→｢1 Load 
C Program｣2 →｢1 Cradle-IR｣→｢1 115200｣を選択し、CRDL-8001 ｸﾚｰﾄﾞﾙにｾｯﾄします。 

3. PC 側でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾕﾃｨﾘﾃｨ progload.exe3
を立ち上げ、｢Com Type｣,｢COM Port｣,

｢Baud rate｣… の設定を正しく行い、｢Browse｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして BASIC ﾗﾝﾀｲﾑﾌｧｲﾙを選択
し、最後に OK ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを開始します。 
 

    
 

                                                        
1  最新のﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝ及びﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙは、弊社 HPより入手可能です。 
2  BASIC ﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝがﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされていない場合は、表示されません。 
3  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾕﾃｨﾘﾃｨ progload.exeは、弊社 HPより入手可能です。 
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4. ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞが完了すれば、8061の ENT ｷｰを押し、｢1 Cradle-IR｣→｢1 115200｣を選択し、
CRDL-8001 ｸﾚｰﾄﾞﾙにｾｯﾄします。 

5. PC 側でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾕﾃｨﾘﾃｨ progload.exe を立ち上げ、｢Com Type｣,｢COM Port｣,
｢Baud rate｣… の設定を正しく行い、｢Browse｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙを選択し、最後
に OK ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを開始します。 

6. 下記のﾒｯｾｰｼﾞが表示されれば、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ完了です。値下げﾗﾍﾞﾙ発行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
に進んでください。 
 

    
 

値下げﾗﾍﾞﾙ発行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 
下記の手順に従って、各社ﾓﾊﾞｲﾙﾌﾟﾘﾝﾀに対応したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙを 8061にﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞします。 
 
1. ご使用になるﾓﾊﾞｲﾙﾌﾟﾘﾝﾀに対応したﾌﾟﾛｸﾞｱﾑﾌｧｲﾙを任意のﾌｫﾙﾀﾞにｺﾋﾟｰします。 

 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ対応表 
ｻﾄｰ社 PT200e  pt_nesage.syn, pt_nesage.ini の 2 ﾌｧｲﾙ 
ｾﾞﾌﾞﾗ社 QL220  ql_nesage.syn, ql_nesage.ini の 2 ﾌｧｲﾙ 
東北ﾘｺｰ社 MP2200BT mp_nesage.syn, mp_nesage.ini の 2 ﾌｧｲﾙ 
 
ここでは例として、ｻﾄｰ社 PT200e用のﾌｧｲﾙを c:¥tempにｺﾋﾟｰしています。 
 

   
 

2. 7 と 9 を押しながら 8061の電源を立ち上げ、ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰから｢6 Load Program｣→｢2 
Load BASIC｣4 →｢1 Cradle-IR｣→｢1 115200｣を選択し、CRDL-8001 ｸﾚｰﾄﾞﾙにｾｯﾄし
ます。 

                                                        
4  BASIC ﾗﾝﾀｲﾑｴﾝｼﾞﾝがﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされていない場合は、表示されません。 
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3. PC側でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾕﾃｨﾘﾃｨ progload.exe5
を立ち上げ、｢Com Type｣,｢COM Port｣,

｢Baud rate｣… の設定を正しく行い、｢Browse｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙを選択し、
最後に OK ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを開始します。 
 

    
 

4. 下記のﾒｯｾｰｼﾞが表示されれば、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ完了です。 
  PC側 

    
  8061側 
   ================ 
      New Program 
   [ESC] Clear File 
   [Other] Skip 
   ================ 
ESC ｷｰを押し、ﾌｧｲﾙを初期化して、値下げﾗﾍﾞﾙ発行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを立ち上げます。 

 
 
 

                                                        
5  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾕﾃｨﾘﾃｨ progload.exeは、弊社 HPより入手可能です。 
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3. プリンタとペアリングする 
 
Bluetooth ﾃﾞﾊﾞｲｽを運用する場合、最初にﾍﾟｱﾘﾝｸﾞという作業を行い 8061とﾓﾊﾞｲﾙﾌﾟﾘﾝﾀとの間
で接続を確立させておく必要があります。下記の手順に従って、ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞを行ってください。 
 
ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞを行う 
1. 値下げﾗﾍﾞﾙ発行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから｢初期設定｣を選択します。ｻﾄｰ社の PT200e 用ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑを元に例を示しています。 
 

 

<  PT200e  > 

値下げ後 横 4 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾁｪｯｶ 

初期設定      
 

 
2. 続いて、初期設定ﾒﾆｭｰから｢ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ｣を選択します。 

 

 

< 初期設定 > 

価格 4 桁->(*) 

価格 5 桁 

ペアリング    
 

 
3. BT ｱﾄﾞﾚｽ読取というﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄが表示されるので、接続を確立したいﾌﾟﾘﾝﾀの BT ｱﾄﾞﾚｽ(ﾃﾞﾊﾞ
ｲｽｱﾄﾞﾚｽ/MAC ｱﾄﾞﾚｽ)を入力します。ｷｰﾊﾟｯﾄﾞから入力することもできますし、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを
読み取って入力することも可能です。 
 

 

BT ｱﾄﾞﾚｽ読取 

____________ 

 
 
（参考） 
ｻﾄｰ社 PT200e 
FEED ｷｰを押しながら電源を投入すると、ﾃｽﾄ印字が行われます。ﾃｽﾄ印字の｢BD add｣と
いう項目にある値が BT ｱﾄﾞﾚｽです。 
ｾﾞﾌﾞﾗ社 QL220 
FEED ｷｰを押しながら電源を投入すると、ﾃｽﾄ印字が行われます。ﾃｽﾄ印字の
｢Bluetooth.address｣という項目にある値が BT ｱﾄﾞﾚｽです。また、その下に BT ｱﾄﾞﾚｽがﾊﾞ
ｰｺｰﾄﾞ印刷されるので、それを読み取ることも可能です。 
東北ﾘｺｰ社 MP2200BT 
再発行ｷｰを押しながら電源を投入すると、ﾃｽﾄ印字が行われます。ﾃｽﾄ印字の｢BD Addr｣
という項目にある値が BT ｱﾄﾞﾚｽです。また、その下に BT ｱﾄﾞﾚｽがﾊﾞｰｺｰﾄﾞ印刷されるの
で、それを読み取ることも可能です。 
 

4. BT ｱﾄﾞﾚｽが入力されると、8061はﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ試行し、その結果を表示します。ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞに失
敗した場合は、ｴﾗｰﾋﾞｰﾌﾟ音と｢ﾘﾄﾗｲ ｼﾏｽｶ?  1/0｣というﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。再試行す
る場合は 1を、それ以外は 0を入力してください。 
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4. 価格桁数を設定する 
 
値下げﾗﾍﾞﾙ発行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでは、商品に既に貼付されているﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取り、そのﾃﾞｰﾀを元に

値下げ後の価格をｴﾝｺｰﾄﾞしたﾊﾞｰｺｰﾄﾞを発行します。ここでは、商品に貼付されているﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

で価格を表現するために何桁使用しているかを設定します。 
 

0 2 3 7 2 3 7 4 1 2 3 4 8  
 

0 2 3 7 2 3 7 1 2 3 4 5 9  
 
価格桁の設定 
1. 値下げﾗﾍﾞﾙ発行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから｢初期設定｣を選択します。ｻﾄｰ社の PT200e 用ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑを元に例を示しています。 
 

 

<  PT200e  > 

値下げ後 横 4 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾁｪｯｶ 

初期設定      

現在設定されている

価格桁数が表示され

ます 

 
 

2. 続いて、初期設定ﾒﾆｭｰから設定したい価格桁数を選択します。 
 

 

< 初期設定 > 

価格 4 桁->(*) 

価格 5 桁 

ペアリング    

現在設定されている

価格桁数に（＊）が

表示されます 

 
 

4桁が価格 
この例では 1234円 

5桁が価格 
この例では 12345円 
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5. 値下げラベルを発行する 
 
値下げﾗﾍﾞﾙ発行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでは、下記の 4種類の値下げﾗﾍﾞﾙ発行が行えます。 
 
� XX%引きﾗﾍﾞﾙ 値引き率(%)を入力して、ﾗﾍﾞﾙを発行 
� XX円引きﾗﾍﾞﾙ 値引き額(円)を入力して、ﾗﾍﾞﾙを発行 
� 値下げ後ﾗﾍﾞﾙ 値下げ後の価格を入力して、ﾗﾍﾞﾙを発行 

 
XX%引きﾗﾍﾞﾙを発行する 
1. 値下げﾗﾍﾞﾙ発行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから｢XX%引き｣を選択します。ｻﾄｰ社の PT200e用ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑを元に例を示しています。 
 

 

<  PT200e  > 

XX%引き  横 4 

XX 円引き横 4 

値下げ後 横 4 

現在設定されている

価格桁数が表示され

ます 

 

ﾌﾟﾘﾝﾀ ﾊ ｵﾝﾗｲﾝ  ? 

ﾌﾟﾘﾝﾀｾﾂｿﾞｸ ﾁｭｳ.. 

 
ﾌﾟﾘﾝﾀｾﾂｿﾞｸ ﾁｭｳ.. というﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。目的のﾌﾟﾘﾝﾀをｵﾝﾗｲﾝ状態にして下さい。 
接続が完了すると、次の入力に移ります。うまく接続できない場合は、｢3.ﾌﾟﾘﾝﾀとﾍﾟｱﾘﾝ
ｸﾞする｣を参照して、正しくﾍﾟｱﾘﾝｸﾞを行ってください。 
 

2. まず、ﾗﾍﾞﾙを発行したい商品に貼付されている JAN ｺｰﾄﾞ(13桁)を読み取ります。ここで
いう JAN ｺｰﾄﾞは各企業が登録している流通ｺｰﾄﾞでは無く、4桁又は 5桁の価格情報を含
む商品ﾃﾞｰﾀをｴﾝｺｰﾄﾞしたｲﾝｽﾄｱｺｰﾄﾞを指します。 
 

 

JAN ｺｰﾄﾞ読取 

____________ 

 
 

3. 続いて、値引き率(%)を 1~99の範囲で入力します。 
 

 

JAN ｺｰﾄﾞ読取 

023723740379 

何％>__ 

価格桁数が 4桁の場合
は、前方 8桁が、5 桁
の場合は、前方 7桁が
商品ｺｰﾄﾞ(固定ﾃﾞｰﾀ)と
して適当されます。

 
 

4. 最後に、印刷したいﾗﾍﾞﾙ枚数を 1~99の範囲で入力します。何も入力せずに ENT ｷｰを押
した場合、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄで 1が適用されます。 
 

 

JAN ｺｰﾄﾞ読取 

023723740379 

値引後\341 

何枚>__ 

入力した値引率から計

算した値引後価格が表

示されます。計算は全て
四捨五入で行われます。

 
ﾗﾍﾞﾙが正しく印刷されれば OKです。2~4の作業を繰り返し行って下さい。 
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XX円引きﾗﾍﾞﾙを発行する 
1. 値下げﾗﾍﾞﾙ発行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから｢XX円引き｣を選択します。ｻﾄｰ社の PT200e用ﾌﾟ
ﾛｸﾞﾗﾑを元に例を示しています。 
 

 

<  PT200e  > 

XX%引き  横 4 

XX 円引き横 4 

値下げ後 横 4 

現在設定されている

価格桁数が表示され

ます 

 

ﾌﾟﾘﾝﾀ ﾊ ｵﾝﾗｲﾝ  ? 

ﾌﾟﾘﾝﾀｾﾂｿﾞｸ ﾁｭｳ.. 

 
ﾌﾟﾘﾝﾀｾﾂｿﾞｸ ﾁｭｳ.. というﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。目的のﾌﾟﾘﾝﾀをｵﾝﾗｲﾝ状態にして下さい。 
接続が完了すると、次の入力に移ります。うまく接続できない場合は、｢3.ﾌﾟﾘﾝﾀとﾍﾟｱﾘﾝ
ｸﾞする｣を参照して、正しくﾍﾟｱﾘﾝｸﾞを行ってください。 
 

2. まず、ﾗﾍﾞﾙを発行したい商品に貼付されている JAN ｺｰﾄﾞ(13桁)を読み取ります。ここで
いう JAN ｺｰﾄﾞは各企業が登録している流通ｺｰﾄﾞでは無く、4桁又は 5桁の価格情報を含
む商品ﾃﾞｰﾀをｴﾝｺｰﾄﾞしたｲﾝｽﾄｱｺｰﾄﾞを指します。 
 

 

JAN ｺｰﾄﾞ読取 

____________ 

 
 

3. 続いて、値引き額(円)を 1~9999(5桁の場合は、1~99999)の範囲で入力します。 
 

 

JAN ｺｰﾄﾞ読取 

023723740379 

値引>____ 

価格桁数が 4桁の場合
は、前方 8桁が、5 桁
の場合は、前方 7桁が
商品ｺｰﾄﾞ(固定ﾃﾞｰﾀ)と
して適当されます。  

 
 

4. 最後に、印刷したいﾗﾍﾞﾙ枚数を 1~99の範囲で入力します。何も入力せずに ENT ｷｰを押
した場合、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄで 1が適用されます。 
 

 

JAN ｺｰﾄﾞ読取 

023723740379 

値引後\341 

何枚>__ 

入力した値引額から計

算した値引後価格が表

示されます。計算は全て
四捨五入で行われます。

 
ﾗﾍﾞﾙが正しく印刷されれば OKです。2~4の作業を繰り返し行って下さい。 
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値下げ後ﾗﾍﾞﾙを発行する 
1. 値下げﾗﾍﾞﾙ発行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから｢値下げ後｣を選択します。ｻﾄｰ社の PT200e 用ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑを元に例を示しています。 
 

 

<  PT200e  > 

XX%引き  横 4 

XX 円引き横 4 

値下げ後 横 4 

現在設定されている

価格桁数が表示され

ます 

 

ﾌﾟﾘﾝﾀ ﾊ ｵﾝﾗｲﾝ  ? 

ﾌﾟﾘﾝﾀｾﾂｿﾞｸ ﾁｭｳ.. 

 
ﾌﾟﾘﾝﾀｾﾂｿﾞｸ ﾁｭｳ.. というﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。目的のﾌﾟﾘﾝﾀをｵﾝﾗｲﾝ状態にして下さい。 
接続が完了すると、次の入力に移ります。うまく接続できない場合は、｢3.ﾌﾟﾘﾝﾀとﾍﾟｱﾘﾝ
ｸﾞする｣を参照して、正しくﾍﾟｱﾘﾝｸﾞを行ってください。 
 

2. まず、ﾗﾍﾞﾙを発行したい商品に貼付されている JAN ｺｰﾄﾞ(13桁)を読み取ります。ここで
いう JAN ｺｰﾄﾞは各企業が登録している流通ｺｰﾄﾞでは無く、4桁又は 5桁の価格情報を含
む商品ﾃﾞｰﾀをｴﾝｺｰﾄﾞしたｲﾝｽﾄｱｺｰﾄﾞを指します。 
 

 

JAN ｺｰﾄﾞ読取 

____________ 

 
 

3. 続いて、値引き後の価格(円)を 1~9999(5桁の場合は、1~99999)の範囲で入力します。 
 

 

JAN ｺｰﾄﾞ読取 

023723740379 

価格>____ 

価格桁数が 4桁の場合
は、前方 8桁が、5 桁
の場合は、前方 7桁が
商品ｺｰﾄﾞ(固定ﾃﾞｰﾀ)と
して適当されます。

 
 

4. 最後に、印刷したいﾗﾍﾞﾙ枚数を 1~99の範囲で入力します。何も入力せずに ENT ｷｰを押
した場合、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄで 1が適用されます。 
 

 

JAN ｺｰﾄﾞ読取 

023723740379 

値引後\341 

何枚>__ 

入力した値引後価格が

表示されます。 

 
ﾗﾍﾞﾙが正しく印刷されれば OKです。2~4の作業を繰り返し行って下さい。 
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6. バーコードチェッカ 
 
値下げﾗﾍﾞﾙ発行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾒｲﾝﾒﾆｭｰから｢ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾁｪｯｶ｣を選択すると、読み取ったﾊﾞｰｺｰﾄﾞ種、桁

数を表示するﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾁｪｯｶﾓｰﾄﾞとなります。印刷したﾊﾞｰｺｰﾄﾞが正しく読み取れるかのﾁｪｯｸなど

にご利用下さい。 
 

<  PT200e  > 

値下げ後 横 4 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾁｪｯｶ 

初期設定      

現在設定されている

価格桁数が表示され

ます 

 
 

↓ 
 

@BCR ﾁｪｯｶｰ@ 

EAN13/JAN13 

13 桁 

023723740379 

7      
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7. ラベルサンプル 
 
下記に各ﾌﾟﾘﾝﾀで発行したﾗﾍﾞﾙｻﾝﾌﾟﾙを掲載します。ﾌﾟﾘﾝﾀによりﾌｫﾝﾄや特性が異なるため、用

途に応じた機種ご利用ください。 
 
 

 
東北ﾘｺｰ社 MP2200BT 

東北ﾘｺｰ社 MP2200BT 

ｻﾄｰ社 PT200e 

ｻﾄｰ社 PT200e 

ｾﾞﾌﾞﾗ社 QL220 

ｾﾞﾌﾞﾗ社 QL220 
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8. トラブルシューティング 
 

℘ ﾌﾟﾘﾝﾀと接続できない 
● ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞは正しく行われていますか？ 
● ﾌﾟﾘﾝﾀのﾊﾞｯﾃﾘは十分ですか？ 
● ﾌﾟﾘﾝﾀの電源はｵﾝですか？ 
 

℘ ﾗﾍﾞﾙが印字できない 
● ﾛｰﾙ紙は正しくｾｯﾄされていますか？ 
● ﾌﾟﾘﾝﾀはｵﾝﾗｲﾝ状態になっていますか？ 
● ﾌﾟﾘﾝﾀのﾗﾍﾞﾙ設定は正しく行われていますか？ 
   各ﾌﾟﾘﾝﾀでﾗﾍﾞﾙｻｲｽﾞ、ｾﾝｻｰ方式の設定を別途行う必要がある場合があります。 
   この設定が間違っていると、ﾌｨｰﾄﾞがうまくできなかったり、ﾌﾟﾘﾝﾀ側でｴﾗｰ 
   が発生する場合があります。設定方法については、各ﾌﾟﾘﾝﾀの取扱説明書を 
   参照下さい。 
 
ｻﾄｰ社 PT200e 
専用の設定ﾂｰﾙを使って、ﾗﾍﾞﾙｻｲｽﾞやｾﾝｻｰ種の設定を正しく行ってください。 

 
 
東北ﾘｺｰ社 MP2200BT 
以下の手順でﾗﾍﾞﾙ長, ﾗﾍﾞﾙﾋﾟｯﾁ, ｾﾝｻﾚﾍﾞﾙの測定を行いﾌﾟﾘﾝﾀのﾌﾗｯｼｭ ROM に記
録させます。 
 
1.ﾗﾍﾞﾙﾛｰﾙをﾌﾟﾘﾝﾀに正しくｾｯﾄします。 
2.ｶﾊﾞｰを開けた状態で再発行 SWを押下します。 
3.ｶﾊﾞｰを閉じます。 
4.測定動作開始前に LED3が 3回点滅し、その後測定を開始します。 
5.ﾗﾍﾞﾙを 3枚ﾌｨｰﾄﾞして、測定が終了します。 
6.測定結果がﾌﾟﾘﾝﾀのﾌﾗｯｼｭ ROMに記録されます。 
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